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研究成果の概要（和文）：脳神経外科手術において術後の麻痺を予防するために手術中に運動誘発電位（MEP)が
有用で信頼できる術中モニタリングとして確立されていた。しかし、小児では術中MEPが導出困難でモニタリン
グとして使用できない状況であった。この導出困難な術中MEPに対して、陰部神経テタヌス刺激を先行するとMEP
の振幅が増幅することを発見した。小児開頭手術で術中MEPの成功率が陰部神経テタヌス刺激でどれぐらい向上
するか調査したところ37.5%から63.8％にまで改善させることができた。

研究成果の概要（英文）：The intraoperative motor evoked potentials (MEPs) in pediatric craniotomy is
 challenging because of its low detection rate, which makes it unreliable. The authors investigated 
the effects of MEP amplification following tetanic stimulation of the pudendal nerve in pediatric 
patients undergoing craniotomy.During surgery motor evoked potential were elicited for 15 patients 
less than 15 years of age undergoing craniotomy. Compound muscle action potentials of upper and 
lower extremities were compared between with tetanic stimulation to the pudendal nerve and without. 
 As a result,  the identification and amplitude increase rates were significantly higher in the 
group of MEP with tetanic stimulation than without.In pediatric craniotomy, the authors observed the
 amplification effect of MEPs with pudendal nerve tetanic stimulation. These findings suggested the 
likelihood of more reliable intraoperative MEP monitoring in pediatric cases.

研究分野： 脳神経外科
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研究成果の学術的意義や社会的意義
小児脳神経外科において導出することすら困難であった術中MEPが安定してモニタリングできる可能性が高くな
った。この研究成果によって小児脳神経外科手術の安全性を高める術中MEPモニタリングの信頼性と有用性が高
くなったと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
全身麻酔科で行われる脳神経外科手術において術後の運動麻痺を予防するために術中モニタリ
ングとして運動誘発電位（MEP）が導入され、安定してモニタリングできる方法が開発され普
及していた。 しかし、小児脳神経外科手術において術中 MEP の成功率は 20-30％と言われて
おり、信頼できる MEP モニタリングは困難とされていた。 
 
２．研究の目的 
誘発電位の増幅法を応用して MEP の振幅を増大させ、その結果術中 MEP モニタリングの成功
率を向上させることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
陰部神経テタヌス刺激を preconditioning として MEP に先行して加えることにより、MEP モニタ
リング成功率がどれぐらい向上するか調査を行った（図１）。 

図１文献 Takatani T, et al. J Neurosurg Pediatr. 2021 Apr 23;27(6):707-715.より 
 
４．研究成果 
陰部神経テタヌス刺激によって MEP 振幅増大効果が得られ（図２）、MEP モニタリング成功率が
37.5%, から 63.8%に改善した（図３）。 

図２ 文献 Sasaki R, et al. J 
Neurosurg Pediatr. 2023 Feb 
24;31(5):488-495.より 
 
 
 
 
 
結果: TES と DCS の両方で、術前片
麻痺のない症例では、c-MEP および 
mt-MEP の場合よりも p-MEP の識別
率と振幅増加率が有意に高くなりま
した。術前片麻痺のある患者と比較す
ると、p-MEP は DCS 症例でより高い
識別率を示し、偽陰性は少なかった。 
 



図３ Sasaki R, et  
al. J Neurosurg 
Pediatr. 2023 Feb 
24;31(5):488-495.よ
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小児開頭術において、
陰部神経強直刺激に
よる MEP の増幅効果
と、偽陰性を増加させ
ることなく DCS によ
る MEP の増幅効果を
観察した。これらの知
見は、小児症例におい
てより信頼性の高い
術中 MEP モニタリン
グが可能となる可能
性を示唆。 
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